
広島史学研究会 2016年度大会２日目 10月 30日（日） 

広島大学文学研究科講義棟１階 B153教室 

 

考古学部会発表プログラム 

 

 

 

10：00      あいさつ                      

広島大学 野島 永 

 

10：10～10：30 「才免遺跡の発掘調査について」 

東広島市出土文化財管理センター 日浦裕子 

 

10：30～10：50 「陣が平西２号遺跡の発掘調査について」 

特定非営利活動法人 広島文化財センター 濵岡大輔 

 

10：50～11：10 「讃岐国分寺・国分尼寺創建時期の再検討」 

東広島市出土文化財管理センター 妹尾周三 

 

11：10～11：25  休  憩 

 

11：25～11：45 「四拾貫小原弥生墳墓の再評価と課題」 

江津市教育委員会 今福拓哉 

 

11：45～12：05 「佐田谷･佐田峠墳墓群の意義について－周辺墳墓出土土器の様相から－」 

総社市教育委員会 村田 晋 

 

12：05～13：00  昼 休 憩 

 

13：00～13：20 「村上海賊の城跡の現状について」 

尾道市 西井 亨 

 

13：20～13：40 「猪ノ子第１号古墳（県史跡猪ノ子古墳）の発掘調査等について」 

福山市教育委員会 山岡 渉 

 

13：40～14：00 「亀居城跡の発掘調査」 

広島県教育事業団埋蔵文化財調査室 恵谷泰典 

 

14：00～14：15  休  憩 

 

14：15～14：35 「歴史的文化的景観・考古学的景観・埋葬地的景観－西都原古墳群と考古学的世界遺産－」 

広島大学 シュタインハウス ウェルナー 

 

14：35～14：55 「四川省・重慶市における陶俑の編年について」 

徳島大学 脇山佳奈 

 

14：55～15：15 「三次市長宇根 10号墳の測量調査成果報告」  

広島大学 近藤直毅･佐々木尚也･永野智朗･名村威彦･真木大空 

 

 

 


